
 本校では、年間通して全校で体力づくりに励んでいますが、１１月のマラソン大会を終えてからは体育館にマ

ット、跳び箱、鉄棒を常設して器械運動の練習に取り組んできました。体育の授業はもちろんですが、大休みを

利用してのジムジムタイムでは、全校挙げて練習に取り組み、それぞれの種目でできるようにしたい技、できて

はいるけれどきれいに見せたい技など、一人一人がめあてを持って練習に取り組みました。上の学年の演技を目

にすることで練習への意欲も高まり、またそれぞれの技を完成させるためのアドバイスももらえることで下の学

年の子達もがんばっていました。また、安全確保のためにほぼすべての先生方が体育館に出てくることで、一人

一人に声を掛けることで上達も早まったようです。全校が一つになって器械運動練習に取り組むことは、越廼小

の名物と言ってもよいかも知れません。 

そして、その成果を発表する場として、１２月９日（金）に保護者参観の下、今年の器械運動発表会が行われ

ました。１・２年生は、大きな声で元気よく名前を言ってから、それぞれの種目演技を披露しました。少しばか

り緊張気味ながら、しっかりと力強く練習してきた成果を発表することができました。３～５年生は、さらに大

きく、高く、美しく演技を発表しました。また、マット運動では倒立前転、跳び箱では台上前転などより高度な

技に挑戦しつつも、自信をもって演技を決めていました。どの子ども達も練習の成果を十分発揮し、演技を終え

た後のあいさつでは、やり遂げた満足感でいっぱいの表情をしていました。できる、できないがはっきりしてし

まう器械運動だからこそ、あきらめを捨てて、みんなで一緒になってがんばることでできることを一つでも増や

していく、そんな経験ができた器械運動発表会でした。参観いただいた保護者の皆様もありがとうございました。

のの子も発表を行いましたを曙保育園と合同で「海きらきら校内マラソン大会」を行いました。当日は、絶好の

マラソン日和となり、開会式では小学１年生と園児２名による力強い選手宣誓でマラソン大会が始まりました。

沿道には保護者や地域の方々が応援に駆けつける中で園児から低学年、中学年、そして高学年と順番にスタート

していきました。子ども達は、スタートダッシュで最初に飛び出して差をつけようとしたり、前半はペースを抑

えた上で最後の直線でラストスパートを掛けようとしたりと、それぞれの作戦で自分の目標タイムが更新できる

ようがんばって走り続けました。それぞれのコースでは、越廼駐在所の警察官や見守り隊の方々が交通整理をし

ていただき、子ども達の安全確保に努めていただきました。また、地域の多くの方々から拍手と声援もいただき、

それらを力に代えて子ども達は全員が無事ゴールにたどり着くことができました。 

 開会式では、それぞれの学年ごとに成績発表が行われた後。校長先生からは「今の学年のまとめと次の学年へ

の準備をする２学期も、大変な思いをして頑張った分だけ素晴らしいごほうびが自分に返ってくることを信じて

がんばりましょう」という話がありました。その後、学年を代表して６名の子ども達がマラソンを走り終えての

感想を発表し、今年の「海きらきら校内マラソン大会」が終了しました。最後になりましたが、当日お忙しい中、

応援いただきました保護者をはじめ地区の皆さま、そしてコース上で安全確認をいただいた青少年育成市民会議

越廼支部や越廼駐在所などの見守り隊の方々に、心よりお礼申し上げます。本当にありがとうございました。 

  

  

☆ 器械運動発表会終了 保護者の皆さまの参観ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  越廼っ子だより ２０２２年１２月１２日(火)発行 
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でも側転は上手な子が多い 1 年生

低学年スタート直前｢がんばるぞ｣ 

まだ前転と後転も練習中です 思い切り踏み切って高く跳ぶ

ぞ！ 

演技を終えて元気一杯のあいさつ

学年の力強いスタートダッシュ 

脚もしっかり伸ばして大きく跳ぶ

中学年も勢いよくスタート 

着地もばっちり、ダイナミックに

５年生ゴールへのラストスパート

越廼水仙マスコットと記念撮影 

tel:89-2043


☆器械運動発表会を終えて保護者の感想から  お褒めの言葉をいただきました！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 毎日の授業や学校行事などの教育活動は本校ホームページ「活動のようす」にて、詳しくお伝えしています。 

本校の教育活動については毎日ホームページで積極的に発信しています。定期的にチェックをお願いします！ 

☆岐阜県安八町立牧小学校古市校長先生 水仙交流協議のため学校訪問 

 

 

 

 

 

 岐阜県安八町立牧小学校との水仙交流について 

  令和５年７月に牧小学校５・６年生の約２０名が越廼地区へ直接訪問 

の予定です。新型コロナウイルス感染対策を徹底の上、全校挙げての歓 

迎会、越廼海水浴場を利用しての海遊びなどを予定していますが、従来 

の越廼地区内での宿泊を伴う１泊２日は見直し、日帰りでの実施の方向 

で計画を進めることになっています。また、安八町からは３年間も直接 

訪問が途絶えていたので是非とも安八町にも来ていただきたいとのお誘 

いもありました。詳細は、PTA役員や地区関係者とも協議の上、年度末 

にはお知らせする予定です。 

高学年 台上前転も怖がらずに

３･４年 一緒に跳んだ大縄跳び 

高学年 鉄棒の演技はさすがでした

１･２年 作品を見合って感想交流 

お互いに技をシンクロさせて発表 

中学年 閉脚跳びも腰をより高く 中学年 高く、大きく着地もピタリ

１･２年 出来上がった共同作品 

ピタリの倒立前転、後転倒立もできそう 

５年児童と古市校長先生で記念撮影

と５年生考えをまとめてよりよく整

理する 

・みんな大きな声も出ていて、技も着地もきれいでびっくりしました。練習中の話をよく教えてくれましたが、日頃頑張

って練習したのだと思いました。みんながけがすることもなく無事終えられて良かったと思います。 

・1,2 年生の演技は元気いっぱいでよくできてました。小さな身体で精一杯頑張っている姿が良かったです。3 年生以上

の演技は、1,2 年生とは違って迫力ある立派な演技でした。みんなたくさん練習して頑張っただろうなと思いました。 

・家でも、「今日は跳び箱が何段跳べた」｢今日は跳べなかった｣等という話を聞いていたので、練習の成果が見られて良

かったです。 

 

 本校では旧越廼村時代から岐阜県安八町立牧小学校との水仙交流を続けてきました。新型コロナウイルス感染

対策のため令和２年度からは残念ながらオンラインでの交流のみとなっていましたが、次年度以降の交流活動に

ついて協議したいとの意向で、古市諭香校長先生が１２月９日(金)に直接来校されました。校舎内や教室、器械運

動発表会も参観され、越廼っ子の頑張りを褒めておられました。来年度の水仙交流も実施の方向で検討中です。

の様子を参観の場を設けるため小規模･少人数の特性を生かして、児童が学習ガイドを活用しながら、相互に自分

の考えを伝え合い、その中で考えを深め合う児童主体の学び合いの授業展開を積み重ねています。１１月９日(水)

には、市教育委員会指導主事を迎えて、５年算数の提案授業を参観の上、研究協議で本校の研究についてご指導

をいただきました。研究協議では、少人数ながら多様な意見をどのように取り上げ、子ども自身がどう深めてい

くのか考えました。 


